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第３７回定期本部委員会において方針決定 

「２０２４春闘」申し入れ！ 
２月９日、ＪＲ四国労組本部は「第３７回定期本部委員会」を開催し、自動車

支部からは総勢８名が参加した。議事では定期大会以降の経過、当面の活動方針

が提起され、２０２４春季生活闘争方針については、連合・ＪＲ連合方針に基づ

き定期昇給の完全実施を前提としたうえで、純ベア１０,０００円要求を掲げた。 

自動車支部を代表して発言に立った岡本本部委員は、離職者が相次ぎ続行便に

回す人員が不足している現状に触れ、「労

働条件の向上こそが持続的な利益を作り出

す人財基盤につながる」と語り、「組合員

は期待感が非常に高く、『凡事徹底』によ

り安全・安心輸送に努めていくので、『人

への投資』としてのベースアップを勝ち取

って欲しい」と強く訴えた。その後、満場

一致ですべての議案が承認され、２０２４

春季生活闘争のスタートを切った。 

 

そして、２月１３日、会社に対して「２０２４春季生活闘争」についての申し

入れを行った。ジェイアール四国バスを取り巻く環境は需要回復等により２０２

３年度事業計画に掲げた営業損益ベースでの黒字達成が射程圏内となっている

など、改善の兆しが表れている。こうした中で、事業運営に不可欠な人財に対す

る必要な投資が実現されなければならない。今後開催する交渉においては、確か

な成果を勝ち取るべく、一丸となって取り組む決意である。（別紙参照） 

【主な要求項目】 

①定期昇給の実施（年齢給・職能給） 

②ベースアップ１０,０００円 

③労働時間の短縮及び制度改善 
以 上 

発言する岡本本部委員（高知分会⻑） 








